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地方創生・研究推進課地方創生・研究推進課

令和元年度秋田大学公開講座

世界の未来を開く国際資源学
国際資源学に関係する様々な分野の最新研究成果について、 秋田大
学国際資源学部の気鋭の研究者が、 わかりやすく講義を行います。
国際的な資源問題に立ち向かうため、 多様な観点から行われている
研究について、 具体的な事例を取り上げながら解説します。

１１月２０日（水）《申込締切日》

高校生 ・ 一般の方高校生 ・ 一般の方

無　料無　料

６０名 （要申込）

１１月２４日 （日）
１０:００～１１:４５
秋田大学 鉱業博物館秋田大学 鉱業博物館
（秋田市手形字大沢２８番地の２）

【講義 １】　１０:００～１０:４５

秋田大学国際資源学部  国際資源学科資源政策コース

　　　　　　　　                                   講師　伊藤　豊

【講義 ２】　１１:００～１１:４５

秋田大学国際資源学部  国際資源学科資源政策コース

　　　　　　　　                                講師　稲垣　文昭

『フィールドエクスペリメント ： ネパール無電化山岳地帯を事例として』

『国際関係論における資源とは何か : 資源から見た日本の対外政策』

同日午後には

「国際資源学部説明会」 を開催します。

詳しくはこちらからご確認ください。
（国際資源学部 HP）



令和元年度秋田大学公開講座 世界の未来を開く国際資源学

『フィールドエクスペリメント
：ネパール無電化山岳地帯を事例として』

秋田大学 国際資源学部 国際資源学科
資源政策コース

講　師　伊藤 豊一

『国際関係論における資源とは何か
：資源から見た日本の対外政策』

秋田大学 国際資源学部 国際資源学科
資源政策コース

講　師　稲垣 文昭

第１回
11月24日（日）
10:00～10:45

現在、ネパール山岳地域に居住する人たちを対象とした水供給のため
の蛇口の設置が進みつつあります。山岳地域にすむ人々は、自らの生活
のために1日の半分近くを水汲みに費やす必要があり、蛇口の設置により
その時間が短縮されることが見込まれます。あああaあああaaあああaaa

本講義では、この蛇口の概要と、居住者への影響を評価するための手
法について概略を述べます。 ああああああaaああああああああああ

第２回
11月24日（日）
11:00～11:45

国際関係論において資源とは自国に有利なように対象の行動を変更さ
せるための「パワー（力）」の源とされています。ああaaaあああaaあああ

本講義では、日本の外交政策における強みと弱みについて「資源」の観
点から検討した上で、エネルギー資源などを巡る日本の資源外交上の課
題と制約について議論します。あああああaaあaaaあああaaaああああ

●自家用車でお越しの方

手形キャンパス構内駐車場をご利用下さい。
路上駐車はしないようお願いいたします。

正門から入って右手の総合案内所で、空いて
いる駐車場をご確認願います。

●バスでお越しの方

ＪＲ秋田駅西口から手形キャンパスまで所要
時間 ６ 分（運賃１９０円）です。
▽路線：手形山経由大学病院線
▽乗車：秋田駅西口１２番線
▽下車：鉱業博物館入口

●徒歩でお越しの方

ＪＲ秋田駅東口から手形キャンパスまで所要
時間１５分（約１．３㎞）です。

年　齢 性　別

※日中連絡のつきやすい電話番号をご記入下さい。

今後の

公開講座の

案内

電話番号

 ①　メールによる案内を希望　　 　②　郵送による案内を希望　　 　③　希望しない

メールアドレス：（　　　　　　　　　　　  　　　　  　　＠　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　）

※①を選ばれた方は、メールアドレスをご記入ください。

※ご希望の方には、個別に案内をさしあげます。該当する番号に○をつけてください。

氏　　名

（フリガナ）

男　・　女

住　　所
〒□□□－□□□□

（才）

＜個人情報の取り扱いについて＞

この申込用紙に記入された個人情報につきましては、秋田大学が責任をもって
管理し、公開講座に関する連絡以外には使用いたしません。

秋田大学 地方創生・研究推進課 FAX:018-889-3162

「世界の未来を開く国際資源学」 申込用紙
＜秋田県内の高校に通う高校生の方へ＞

高校の先生を通じて申込みする場合は、下記の個人情報記入は不要です。
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				講　師　稲垣 文昭 コウ シ

		第３回
11月24日（日）
13:00～14:20 ダイ カイ ガツ ニチ ニチ		『酸性坑廃水対策における
金属回収・無害化技術』 サンセイ コウ ハイスイ タイサク キンゾク カイシュウ ムガイカ ギジュツ		　鉱山開発に伴う強酸性の廃水による汚染は、開発途上国を中心に世界的にも深刻な問題であり、資源の少ないわが国においても例外ではありません。あああああああああああああああああああああああああああああ
　この酸性鉱山廃水に関連して、現在セルビアで実施中の共同プロジェクトを例に、環境対策における有用資源の回収技術について紹介します。

				秋田大学 国際資源学部 国際資源学科
資源開発環境コース アキタ ダイガク コクサイ シゲン ガクブ コクサイ シゲン ガッカ シゲン カイハツ カンキョウ

				准教授　別所 昌彦 ジュンキョウジュ

		第４回
11月24日（日）
14:30～15:15 ダイ カイ ガツ ニチ ニチ		『新たな石油・天然ガス開発と
STOP地球温暖化』 アラ セキユ テンネン カイハツ チキュウ オンダン カ		　シェールガス・メタンハイドレートなどの新たなエネルギー資源の研究・利用が進み、従来では採掘できなかった資源を利用できるようになってきました。一方で、化石エネルギーの利用は地球温暖化の原因でもあり、地球規模での温暖化ガス削減は待った無しの状況です。あああああああaaaあaa
　本講義では、エネルギー資源の探査・開発について紹介するとともに、即効性のある地球温暖化ガス削減技術について議論します。あaaaあaあああ

				秋田大学 国際資源学部 国際資源学科
資源地球科学コース アキタ ダイガク コクサイ シゲン ガクブ コクサイ シゲン ガッカ シゲン チキュウ カガク

				准教授　千代延 俊 ジュンキョウジュ
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